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近年，郊外型の大規模店舗が数多く出店しており，自動車で来店する利用者の需要を収容するために大

規模な駐車場を整備する場合が多い．大規模な駐車場では，自動車と歩行者の動線が交差する箇所が多く

見受けられるため，自動車の利便性だけでなく歩行者の安全性も考えて駐車場レイアウトを設計する必要

がある．この課題に対して，歩行者が好んで通る経路を把握できれば，安全性を考えた歩行空間の整備を

効果的に行うことができる．そこで本研究では，既存研究では調査されていない駐車マスに面した通路に

おいて観測された「駐車車両の間を通り抜ける」行動に着目し，それを表現できる経路選択モデルを構築

した．さらに駐車場所と店舗入口の位置関係による行動の違いを考察した． 
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1. はじめに 

 

近年，郊外型の大規模店舗が数多く出店している．店

舗では自動車で来店する利用者の需要を収容するために

大規模な駐車場を整備する場合が多い．大規模な駐車場

内には，自動車の動線と歩行者の動線が交差する箇所が

多く存在する．そのため駐車場内のレイアウトを設計す

る際は，自動車の利便性や回遊性を確保するだけでなく，

歩行者の安全性も考慮する必要がある．  

駐車場における歩行者の安全に関して，国土交通省が

示した駐車場設計・施工指針1)では，利用者の歩行動線

と自動車の交通動線の交錯を少なく設計することが必要

とされている．しかし郊外型の大規模店舗では，店舗の

一階部分にあたる平面駐車場の容量が大きく，店舗から

遠い位置にまで駐車マスが整備されていることが多いた

め，互いの動線を物理的に分離することは自動車の利便

性の低下や整備費用が増大する可能性があり，現実的な

整備方法とはいいがたい．これに対して，歩行者にとっ

て好まれる経路の特徴を把握することができれば，それ

を安全対策の実施箇所の検討や駐車場レイアウトの設計

に反映させることが可能であり，安全性を考えた歩行空

間を効率的に整備できると考えられる．駐車場の歩行者

を対象とした著者らの既存研究2),3)においても，歩行者の

意識や行動を分析し，歩行者の安全対策を検討している． 

駐車場内の歩行者の行動に関しては，歩行者の経路選

択モデルを構築し，歩行者は自動車が周回する交通量が

多い車路を横断する際に，多少の遠回りとなっても自動

車の存在しない経路や横断歩道のある経路を好んで通行

することを明らかにした．さらに，歩行者の属性別に行

動の違いを分析し，高齢者や子供連れの方が，より安全

性の高い経路を好むことを明らかにした3)． 

しかし以上の研究では，自動車の交通量が多い車路の

横断箇所における歩行者の行動を表現したものであり，

それ以外の箇所での行動の表現に適したものとはなって

いなかった．駐車場内で歩行者と自動車が交錯する箇所

は，自動車の交通量が多い車路だけでなく，来店する自

動車の駐車や発車が行われる駐車マスに面した通路にも

多く見受けられる．そのため，これらの通路における歩

行者の行動特性も考慮した上で，安全性が確保されるよ

うな駐車マス配置などを検討することが重要である．  

そこで本研究では，駐車場内の歩行者の動線データか

ら，駐車マスに面した通路における行動を表現できる歩
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行経路選択モデルを構築し，既存研究では明らかにされ

ていない歩行者の経路選択特性を明らかにする．さらに，

駐車場所と店舗入口の位置関係による歩行者の行動の違

いも考察する． 

 

2. 歩行者の行動調査の概要 

 

 本研究では，実際の駐車場を歩行している利用者動線

の観測データを用いた分析を行うためビデオ調査を行っ

た．ビデオ調査の概要を表-1に，対象とした駐車場の調

査範囲を図-1に示す．調査場所は駐車容量が約4000台の

大規模店舗Aを選定し，撮影範囲は収容台数100台の平

面駐車場とした．撮影した映像から，経路選択に影響す

ると考えられる要因として，利用した経路が歩行者通路

や横断歩道であるか否か，駐車車両間であるか否か，ま

たは経路選択をすると考えられる地点での自動車との位

置関係を読み取った．さらに映像から読み取れる範囲で

歩行者グループ内の同行者の属性も確認した．図-1に示

す各入口の利用者の動線データを集計した結果，入口1

は89人，入口2は191人であった． 

 

3. 経路選択モデルについて 

 

(1) モデルの概要 

調査対象範囲である駐車場内の交通量が多い車路およ

び駐車マスに面した通路において，どのような経路が歩

行者に好まれるかを表現する経路選択モデルを構築する．

そのために，歩行者が店舗入口までの距離や安全性に違

いがある複数の経路を選択できる地点（以下，経路選択

地点）と，そのときの経路選択肢を設定し，経路選択地

点に歩行者が到達した瞬間において，選択肢ごとにその

時点での情報およびそこから目的地点までの間に歩行者

が予測し得る情報をモデルの説明要因とする． 

 

(2) 経路選択地点と経路選択肢の設定 

交通量が多い車路を歩行する際の経路選択地点は，予

め図-1に示す5地点とし，各地点で2つの経路選択肢を設

定した．実際の利用者の行動は図-1に示した経路と必ず

しも一致はしないが，ビデオの映像から確認できる大多

数の行動が図-1の経路に近似できるようにした．なお向

かう店舗入口によって，交通量が多い車路における経路

選択地点の位置が異なるため，図-1のように利用する店

舗入口ごとに経路選択地点と経路を設定した． 

  一方，駐車マスに面した通路では利用者によって駐

車場所や分岐が多様であるため，次のように経路選択地

点を定義することとした．駐車場所を一つ目の経路選択

地点とする．そこから行動を開始して図-2の赤色で示し

たゾーンに沿って移動するか，横断するかを経路選択肢 

表-1 ビデオ調査の概要 

調査日 平成25年 11月23日(土)，11月24日(日) 

調査場所 大規模店舗A，平面駐車場 

調査方法  ビデオ調査（ビデオカメラ3台）  

調査時間 23日:14:00~17:00 24日:13:00~17:00 

調査項目 ・歩行者の動線データ ・歩行者属性 

 

 

図-1 調査対象範囲と交通量が多い車路の経路選択地点 

 

 
 

図-2 駐車マスに面した通路における経路選択地点と経路の例 

 

とした．横断した場合には，次の赤色で示したゾーンに

到達した地点を次の経路選択地点とした．その後も，ゾ

ーンに沿って移動するか，あるいはゾーンから出るかを

経路選択肢とし，ゾーンから出た場合にまた次のゾーン

に到達した地点を次の経路選択地点とした．ここで駐車

場所または到達した地点が図-2のゾーンDである場合，

選択可能な経路が歩行者通路に沿って移動する経路しか

存在しないため，そこは経路選択地点として扱わない．

その後，図-2の点Xでは，どちらの入口を利用する場合

も駐車車両の間を通り抜ける歩行者が観測されたため点

Xを経路選択地点とした． 

一例として，図-2の｢駐車場所｣から駐車マスに沿って

直進し，交通量が多い車路へ到達した歩行者は，駐車場

所において一度だけ経路の選択を行う．一方，「駐車場

所」から駐車マスに面した通路を横断した直後に駐車車

両の間を通り抜けてゾーンCに到達し，そこから駐車マ

スに面した通路を横断して点Xを直進した場合，計4つ

の経路選択地点で経路選択を行ったことになる．このと

きの歩行者の行動は，図-2の｢駐車場所｣から順に経路①，

③，⑤，⑧で表される． 

 

 

 

交通量が多い車路

駐車マスに面した通路

入口 １

入口 ２

②

①

③

④

⑥

⑧⑤

⑦

A

B

C

D

X

駐車場所

  ：歩行者通路 

  ：横断歩道 

  ：進入不可 

  ：撮影範囲 

：経路選択地点 

：経路番号 

：各ゾーンの範囲 

：経路選択が1回の行動 

：経路選択が複数の行動 

① ~ ⑧ 

, ：入口1の経路選択地点と経路
, ：入口2の経路選択地点と経路
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 (3) 説明変数の概要  

 図-1,2の経路選択に影響すると考えられる要因として，

表-2に示す説明変数を設定した．表-2の説明変数の設定

に関して，交通量が多い車路では既存研究2)のものを用

いた．さらに，通路の種類を｢横断歩道・歩行者通路｣

｢歩行者通路（駐車マス直前）｣｢駐車マス直前の歩行者通

路への横断｣｢駐車車両間の通行（B-C間）｣｢駐車車両間の

通行（点X）｣とそれ以外の6つに分類し，進もうとする方

向がこれのどれに該当するかを示す5つの0-1の説明変数

を設定した． 

 

4. ロジットモデルのパラメータ推定 

 

(1) 交通量が多い通路におけるパラメータ推定 

 入口1の利用者は，交通量が多い通路で設定した経路

選択地点において既存研究2)と同様の経路選択をすると

考えられる．そこで入口1に向かう歩行者について，図-

1の範囲内のデータのみを用いてパラメータ推定を行い

検証する．パラメータ推定には，前述の89人の行動デー

タを用いるが，一人の利用者が店舗までの経路で複数の

経路選択地点を通過することもあるため，図-1で設定し

た4地点のすべての歩行者通過数である103データを分析

に用いた．このデータを，式(a)のロジットモデルに当て

はめて最尤法によりパラメータ推定を行う． 
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 パラメータ推定では，表-2に示した説明変数の中で図

-1で登場しない通路種類に関する変数を除いた｢進行方

向｣ ｢直進｣ ｢経路距離｣ ｢車接近までの余裕時間｣ ｢横断歩

道・歩行者通路｣の5つを用いた．しかし，5つの説明変

数でパラメータ推定を行った結果，｢進行方向｣と｢横断

歩道・歩行者通路｣に強い相関があることがわかったた

め，｢進行方向｣を除いた4変数を用いて，再度パラメー

タ推定を行った．その結果を表-3に示す．さらに変数減

少法により，すべての説明変数が有意水準5%で統計的

に有意となるまで変数を除いたところ，表-4に示すよう

に｢経路距離｣と｢横断歩道・歩行者通路｣が除外された．

表-4から｢直進｣のパラメータが正であるため，歩行者は

進入方向に依存して直進しやすいといえる．また｢車接

近までの余裕時間｣のパラメータが正であるため，車を

避ける経路を好むといえる．既存研究2)においても表-4

の2変数について同様の結果が得られたことから，調査

対象範囲が異なっても，既存の経路選択モデル2)を用い 

表-2 説明変数の概要 

進行方向 

経路選択地点から目的地までの方向を基準として，
進もうとしている選択経路の方向がこれからどれだけ
ずれているかを角度（度）で表現する 

直進 
進もうとしている経路選択の方向が，その地点までの
経路から見て直進であるとき1，そうでなければ0 

経路距離 

進もうとしている選択経路を通り，それ以降に分岐があ
る場合は，そこからの最短距離を利用したときの店舗
入口までの経路距離（m） 

車接近までの 

余裕時間 

進もうとしている区間が，図-1または図-2の通路の横断
である場合，次に車がその地点に到達するまでの時
間（秒）．車がいないとき，横断でないとき等や，いる場

合でも上限値として15秒とした． 

横断歩道・ 
歩行者通路 

進もうとしている区間が，図-1の経路上の横断歩道ま

たは色で示された歩行者通路（駐車マス直前にないも
の）であるとき1，そうでないとき0 

歩行者通路 

(駐車マス直前) 

進もうとしている区間が，駐車マス直前の色で示され

た歩行者通路（図-2の経路④または⑤）であるとき1，
そうでないとき0 

駐車マス直前の 

歩行者通路への 

横断 

進もうとしている区間が，駐車マスに面した通路を横断
する経路（図-2の経路①または⑤）であるとき1，そうで
ないとき0 

駐車車両間の 

通行(B-C間) 
進もうとしている区間が，B-C間で駐車車両の間を通る
経路（図-2の経路③）であるとき1，そうでないとき0 

駐車車両間の 

通行(点X) 
進もうとしている区間が，点Xから駐車車両の間を通る
経路（図-2の経路⑦）であるとき1，そうでないとき0 

 
表-3 パラメータ推定結果（交通量が多い通路；データ数:103） 

説明変数 パラメータβ t値 

直進 0.592 2.21 * 

経路距離 -0.177 -1.41 

車接近までの余裕時間 0.204 3.44 ** 

横断歩道・歩行者通路 0.577 1.37 
 

的中率(%) 67.0 

χ2値  24.3 ** 

R2 12.8 

               (**：1%有意，*：5%有意) 
 

表-4 パラメータ推定結果（交通量が多い通路(変数除外後)） 

説明変数 パラメータβ t値 

直進 0.596 2.49 * 

車接近までの余裕時間 0.200 3.79 ** 
 

的中率(%) 68.9 

χ2値   22.0 ** 

R2 12.8 

               (**：1%有意，*：5%有意) 
 

ることで，交通量が多い車路における歩行者の行動を表

現することが可能であると思われる．一方，除外された

｢横断歩道・歩行者通路｣に関して，表-3のようにパラメ

ータが正であるため，本研究の対象地においても既存研

究2)の結果と同様に，横断歩道や歩行者通路が設置され

た経路を好む可能性がある．変数の有意性が低かった理

由として，データ数が少ないことが考えられる． 

 

(2) 駐車マスに面した通路を含めたパラメータ推定 

 入口1の利用者に関して前節の結果から，交通量が多

い通路では既存研究2)と同様の経路選択特性があると考

えられたため，駐車マスに面した通路における経路選択

地点データも合わせてパラメータ推定を行い，各説明変

数の影響を確認する．パラメータ推定は，図-1と図-2の

範囲のデータを合計した255データを用い，式(a)に当て

はめて行う．また説明変数は表-2のすべての変数を用い

(a) 

Pit:経路選択確率  Vi:効用の確定項   i,r:経路選択肢番号 
j:選択肢の個数   t:個人番号     βk:パラメータ    
Zki:説明変数    k:説明変数の番号  m:説明変数の数 
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て，変数減少法によってすべての説明変数が有意となる

までパラメータ推定を繰り返した．その結果を表-5に示

す．表-5から，｢直進｣と｢車接近までの余裕時間｣のパラ

メータがともに正であることから，歩行者は進入方向に

依存して直進しやすく，車を避ける経路を好むことがわ

かった．以上より，交通量が多い車路だけでなく駐車マ

スに面した通路における歩行者の行動を含めても，既存

研究2)で設定した｢直進｣と｢車接近までの余裕時間｣は，

歩行者の行動を表現する有意な説明変数であることが確

認できた． 

 一方，駐車マスに面した通路で設定した説明変数につ

いて，｢駐車マス直前の歩行者通路への横断｣のパラメー

タが正であることから，歩行者は駐車マスに面した通路

の横断を好むといえる．また｢歩行者通路（駐車マス直

前）｣や｢駐車車両間の通行（B-C間）｣は有意な変数でない

ため，駐車マスに面した通路から入口1に向かう歩行者

にとって，駐車マスに沿って歩く経路と駐車車両の間を

通る経路の好まれる度合は同程度であるといえる．これ

らの結果から，駐車マスに面した通路を横断する歩行者

は，歩行者通路に沿って移動する際の安全性よりも，通

路を斜めに横断してより短い歩行距離で店舗に到達する

ことを期待しているといえる． 

 

(3) 入口2の利用者のパラメータ推定 

 駐車場所と目的地点の位置関係による歩行者の行動の

違いを検証するため，調査対象範囲から入口2に向かう

歩行者について，入口1と同様の方法で説明変数のパラ

メータ推定を行う．パラメータ推定には，入口2の利用

者のすべての経路選択地点データである458データを用

いる．様々な変数の組み合わせでパラメータ推定を行っ

たところ，｢進行方向｣と｢横断歩道・歩行者通路｣が他の

変数と関連が強いと考えられたため，その2変数を除い

てパラメータ推定を行った．変数減少法によって，すべ

ての説明変数が有意となった結果を表-6に示す．表-6か

ら，入口2に向かう歩行者も入口1と同様に，進入方向に

依存して直進しやすく，車を避ける経路を好むといえる． 

 一方，通路種類の変数の係数は入口1の結果とは異な

り，｢駐車車両間の通行(B-C間・点X)｣のパラメータが有

意に正であるため，入口2に向かう歩行者は駐車車両の

間を通り抜ける経路を好むといえる．これは，駐車車両

の間を通り抜ける経路の方が入口2まで短い距離で到達

できるためと思われる．また｢進行方向｣は説明変数から

除外したが，この変数との相関が高く，この変数が｢進

行方向｣すなわち目的地の方向からのずれが小さい経路

を好む特性を示しているとも考えられる． 

以上の入口1と入口2のパラメータ推定結果を比較する

と，駐車場所と利用する店舗入口の位置関係の違いによ

って｢駐車車両間の通行｣の影響が異なると考えられる． 

表-5 パラメータ推定結果（入口1の利用者；データ数:255） 

説明変数 パラメータβ t値 

直進 0.346 2.07 * 

車接近までの余裕時間 0.199   4.42 ** 

駐車マス直前の歩行者通路への横断 1.17   3.84 ** 

駐車車両間の通行 （点X） -1.53   -3.51 ** 
 

的中率(%) 73.3 

χ2値      74.5 ** 

R2 20.0 

                 (**：1%有意，*：5%有意) 

 

表-6 パラメータ推定結果(入口2の利用者；データ数:458) 

説明変数 パラメータβ t値 

直進 0.628 4.16 ** 

車接近までの余裕時間 0.232 5.63 ** 

駐車マス直前の歩行者通路への横断 1.29 5.72 ** 

駐車車両間の通行（B-C間） 1.36 3.98 ** 

駐車車両間の通行（点X） 1.15 5.05 ** 
 

的中率(%) 75.5 

χ2値     159 ** 

R2 24.1 

                      (**：1%有意) 

 

5. まとめと今後の課題 

 

 本研究では，駐車マスに面した通路における歩行者の

行動も表現した経路選択モデルを構築した．パラメータ

推定結果から，駐車マスに面した行動を考えた場合であ

っても，歩行者は進入方向に依存して直進しやすいこと

や，車を避ける経路を好むことが明らかとなった．さら

に駐車マスに面した通路では，短い歩行距離で店舗入口

に到達することを期待して，通路を横断する経路が好ま

れることがわかった．また各利用入口の分析から，駐車

マスに面した通路から見て垂直な方向に店舗入口がある

場合，その入口に向かう歩行者の方が駐車車両の間を通

り抜ける経路を好むことが明らかとなった．このことか

ら，歩行者通路や横断歩道が設置された経路でも，目的

地の位置によって大きな遠回りとなる場合は好まれず，

歩行距離が短くなる経路の方が好まれると思われる． 

 今後の課題は，データ数の追加や他の説明変数の検討

を行い，より精度の高い経路選択モデルを構築すること

である． 
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